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研究立案や 
まとめ役 

培養細胞を用いた解析 
と分子遺伝学的解析 

疾患モデル動物を用いた解析 
と臨床検査的解析 

教室紹介 





どんな研究をしているの？ 
 

 
病気の発症機序の解析と治療に向けた研究 



2011 2012 

第54回日本腎臓学会 第55回日本腎臓学会 

日本腎臓学会で 
優秀演題賞を頂きました！ 

研究成果は、欧米 
の科学研究雑誌に 
掲載されました！ 



研究成果は、国際腎臓学会でも報告 





中部ＴＬＯニュース「CTLOTodayNo.12」 

東北大学、慶應義塾大学と特許を共同出願 



吉原先生、カンザス大学腎臓研究所に留学 
米国腎臓学会での発表デビュー！ 

（保健学研究科在籍中） 









基礎研究から臨床治験へ 

開発期間      ：9～17年 
 
開発費       ：500億円 
 
化合物→新薬   ：24,000分の１ 

  
 日本製薬工業協会HPより 





多発性嚢胞腎症（PKD） 
 
腎臓（100％）肝臓（90％） 
その他の臓器に多数の嚢胞が発生 
 

臨床症状：40歳 
発症率：1000人‐2000人に1人 
慢性腎不全：患者さんの約半数 
治療方法：現在は対症療法、透析、移植 

どんな病気の研究をしているの？ 



嚢胞腎 正常腎 

嚢胞肝 正常肝 







病気になってしまうメカニズムは、 
PKD細胞の中の情報伝達経路の異常？ 
 
情報伝達経路とは？ 
 受容体→蛋白質の相互作用 
            あるいは酵素の活性化 
           ↓ 
     特異的な細胞機能 
     細胞増殖の促進/抑制 
     アポトーシスの促進/抑制 



情報伝達経路の異常は、責任遺伝子の変異による 
蛋白質の機能異常？ 





定量ＰＣＲ解析（ＲＮＡ） ＤＮＡアレイ解析（ＲＮＡ） 





免疫組織化学染色 

茶色（DAB） 
抗体が反応した部分 

蛍光染色 

緑色（アレクサ488） 
抗体が反応した部分 

特殊染色 

Ｈ＆Ｅ染色 









質問 


